
!召 姉
明 治史書館電信

1991.10.25(季 刊 年 41口 1発行 )Vol.7 No3 通巻第27号

＞
芳
賀
可
伝

（芳
賀
久
雄
氏

所
蔵
）

明
治
９
年
５
月
２８
日
　
２‐
歳
６
ヶ
月

▲
前
島
密
が
芳
賀
に
贈

っ
た
自
分
の
写
真
と

そ
の
裏
書
＞

（芳
賀
久
雄
氏

所
蔵
）

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈④
〉

郵
便
制
度
卓
創
期
の
功
労
者

芳

賀

可

伝

そ
の
肖
像
が

一
円
切
手
に
も
な

っ
て
い
る

旧
幕
臣
前
島
密

（
一
八
二
五
～

一
九

一
九
）

は
、
わ
が
国
近
代
郵
使
制
度
の
創
設
者
と
し

て
知
ら
れ
る
。
前
島
を
助
け
、
特
に
外
国
郵

使
つ
分
野
で
創
業
期
に
少
な
か
ら
ぬ
功
績
を

あ
げ
た
人
物
に
、
芳
賀
可
伝
と
い
う
人
が
い

た
。
彼
は
若
く
し
て
病
没
し
た
た
め
、
後
世

に
名
前
を
残
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
前
島

に
と
っ
て
は
忘
れ
難

い
愛
弟
子

・
部
下
で
あ

り
、

「
此
芳
賀
可
伝
と
い
ふ
人
は
、
私
が
以

前
開
成
所
と
自
宅
と
で
英
学
数
学
を
教

へ
た

人
で
、
後
に
米
人
に
就
て
英
語
が
善
く
出
来
、

ま
た
仏
蘭
西
語
も
出
来
て
、
文
辞
の
オ
も
あ

り
、
性
質
温
良
で
勉
強
な
人
で
し
た
。
外
国

郵
使
に
従
事
す
る
様
に
な

っ
て
か
ら
大
に
共

事
務
に
通
暁
し
て
、
或
場
合
は
本
局
の
万
国

郵
使
課
長
で
あ

っ
た
米
人
ブ
ラ
イ
ア
ン
氏
も

一
歩
を
譲
る
位
で
し
た
が
、
惜
し
い
事
に
人

其
年
を
仮
さ
ず
し
て
、
虎
列
拉
に
羅
ツ
て
、

大
に
其
技
術
を
伸
ば
さ
な

い
内
に
、
若
死
を

し
た

の
は
残
念
な
事

で
し
た
ピ

（
『
前
島

密
遺
稿
集

・
郵
便
創
業
談
』

一
九
二
六
年
）

と
ま
で
師
に
言
わ
し
め
た
オ
能
の
持
ち
主
だ
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っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
沼
津
兵

学
校
が
生
ん
だ
人
材
で
あ

っ
た
。

芳
賀
可
伝
は
、
安
政
元
年

（
一
人
五

四
）
卜
二
月
四
日
、
幕
臣
芳
賀
厚
太
郎

暉
修
の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。

通
称
は
鐵

一
郎
。
幼
く
し
て
父
を
失

い
、

母
に
育
て
ら
れ
た
が
、
芹
沢
随
軒
に
学

問
を
学
び
、
神
童
と
ま
で
称
さ
れ
た
秀

才
だ
っ
た
。
長
じ
て
開
成
所
に
入
り
、

英
仏
語
や
数
学
を
学
び
、
ま
た
前
島
密

の
自
宅
に
も
通
学
し
た
。

明
治
維
新
後
、
師
前
島
は
遠
州
に
移

住
し
、
静
岡
藩
の
中
泉
奉
行
な
ど
を

つ

と
め
た
が
、
芳
賀
は
母
と
と
も
に
沼
津

に
移
り
、
沼
津
兵
学
校
第

一
期
資
業
生

と
な

っ
た
。
芳
賀
を
含
め

一
期
生
五
名

は
、
旧
幕
時
代
か
ら
開
成
所
で
学
ん
で

い
た
者
た
ち
で
あ
り
、
開
成
所
連
と
呼

ば
れ
他
の
生
徒
た
ち
か
ら
区
別
さ
れ
た
。

明
治
四
年
二

八
七

一
）、
廃
藩
と
そ

れ
に
続
く
兵
学
校
の
兵
部
省
移
管
と
い

う
状
況
下
、
沼
津
か
ら
静
岡
に
赴
き
、

ア
メ
リ
カ
人
教
師
ク
ラ
ー
ク
の
静
岡
学

問
所
で
の
教
育
を
手
伝

い
、
教
授
と
訳

官
を
兼
ね
た
。

そ
の
後
上
京
し
、
明
治
七
年

（
一
八

七
四
）
に
は
内
務
省
駅
逓
寮
十
等
出
仕

と
な
り
、
の
ち
駅
逓
局

一
等
属
に
な

っ

た
。
そ
の
間
、
横
浜
や
大
阪
で
郵
使
事

業
の
創
設
に
尽
く
し
、
特
に
そ
の
語
学

力
を
生
か
し
て
外
国
郵
便
を
専
門
に
担

当
し
、
横
浜
郵
使
局
内
で
は
局
員
の
英

語
教
師
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
八
年
に

万
国
連
合
郵
便
会
議
が
ベ
ル
ン
で
開
か

れ
た
こ
と
を
報
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞

を
彼
が
翻
訳
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、

十
年

（
一
人
七
七
）
に
日
本
は
万
国
郵

便
連
合
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と

い
う

エ
ピ
ツ
ー
ド
も
残
し
た
。

し
か
し
、
十
二
年

（
一
人
七
九
）
八

月
二
十
二
日
、　
コ
レ
ラ
の
た
め
亡
く
な

っ
た
。
二
十
五
歳
だ
っ
た
。
現
在
も
谷

中
天
工
寺
に
残
る
彼
の
墓
碑
銘
は
、
家

額
が
前
島
密
、
撲
文
が
中
村
正
直
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

可
伝
の
妻
千
代
子
は
、
幕
臣
成
沢
良

作
の
娘
で
あ
り
、
従

っ
て
口∫
伝
は
、
沼

津
兵
学
校
教
授
渡
部
温
や
第
二
期
資
業

生
成
沢
知
行
と
は
義
兄
弟
の
間
柄
で
あ

っ
た

電
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』

第
２３
号
参
照
）じ
彼

に
は
子

が
な

か

っ

た
た
め
、
千
代
子
未
亡
人
は
新
家
勇
太

郎
と
い
う
人
物
と
再
婚
し
芳
賀
家
を
継

が
せ
た
。
勇
太
郎
は
芳
賀
勝
貞
と
改
名

し
た
。
そ
の
勝
貞
も
実
は
沼
津
兵
学
校

の
出
身
者
で
あ
り
、
第
二
期
資
業
生
だ

´

っ
た

⌒な
お
、
慶
応
四
年
時
点
で
撒
兵

差
図
役
勤
方
だ
っ
た
芳
賀
行
蔵
と
い
う

人
物
が
お
り
、
彼
を
勝
貞
と
す
る
文
献

も
あ
る
が
、
新
家
勇
太
郎
の
勝
貞
と
は

別
人
と
思
わ
れ
る
）。
勝
貞
は
嘉
永
五

年

（
一
八
五
二
）
の
生
ま
れ
、
明
治
二

十
七
年

（
一
人
九
四
）
に
没
し
た
．
最

初
文
部
省
に
出
仕
し
た
が
、
十
二
年
か

ら
駅
逓
局
に
転
じ
、
外
国
文
書
課
事
務

取
扱
、
函
館
郵
使
局
長
、
東
京
通
信
管

理
局
郵
使
電
信
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、

見
事
に
可
伝
の
衣
鉢
を
受
け
継

い
だ
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
初
年
、
民
部

・
大

蔵

・
内
務

・
農
商
務
省
な
ど
に
属
し
た

駅
逓
司

・
駅
逓
寮

・
駅
逓
局
時
代
か
ら

通
信
省
と
な
る
ま
で
、
郵
使
制
度

の
基

礎
づ
く
り
に
関
わ

っ
た
官
僚
の
中
に
は
、

一

沼
津
兵
学
校
や
静
岡
藩
ゆ
か
り
の
旧
幕

臣
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
前
島
密
や
杉

浦
譲
（初
代
駅
逓
正
）
は
著
名
で
あ
る
。

方
賀
可
伝

・
勝
貞
に
つ
い
て
は
既
に
紹

介
し
た
。

芳賀可伝の墓碑銘拓本

(芳賀久雄氏所蔵 )

山 木 利 渉
(渡瀬雅子氏所蔵 )

-2-

芳 賀 勝 貞

(芳賀久雄氏所蔵 )
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法

た
と
え
ば
、
前
島
密
が
内
務
大
丞
兼

駅
逓
頭
の
地
位
に
あ

っ
た
明
治
八
年
時

点
の
駅
逓
寮
の
官
吏
は
、
前
島
以
下

一

三

一
名
だ
が
、
そ
の
内
四
四
名
が
静
岡

県

・
浜
松
県
の
出
身
者
だ
っ
た
。
両
県

の
出
身
者
は
、
ほ
ぼ
旧
静
岡
藩
士
族
（
旧

幕
臣
）
と
看
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
大
属
根
立
栄
は
元
沼
津
郡

方
、
権
大
属
鈴
木
知
言
は
元
沼
津
兵
学

校
第
二
期
資
業
生
、
十
四
等
出
仕
宍
戸

鑑
は
元
万
野
原
学
校
所
素
読
教
授
方
と

い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

前
島
が
駅
逓
総
官
の
任
に
あ

っ
た
明

治
十
四
年

（
一
八
八

一
）
で
は
、
駅
逓

局
の
官
吏
は
前
島
以
下
二
五

一
名
、
内

四
七
名
が
静
岡
県
の
出
身
で
あ

っ
た
。

沼
津
兵
学
校
の
出
身
者
で
は
、
杉
浦
岩

次
郎

（第
七
期
資
業
生
）
が
九
等
属
、

山
木
利
渉

（附
属
小
生
徒
）
が
十
等
属
、

関
巳
古

（第
四
期
資
業
生
）
が
十
等
属

に
な

っ
て
い
た
。
杉
浦
は
高
知
、
山
本

は
台
南
の
郵
便
局
長
に
な

っ
た
。

〈
参
考
〉
谷
口
正
明

「
芳
賀
可
伝
と
万

国
郵
便
連
合
」

「芳
賀
可
伝
―
万
国
郵

便
連
合
加
入
の
蔭
に
―
」

「
Ｓ

・
ブ
ラ

イ
ア
ン

・
芳
賀
可
伝

。
青
山
光
子
鴇
逓

信
協
会
雑
誌
』

一
九
六
六
１
１

・
１０
、

一
九
七

一
１
３
ほ
か
。

こ
の
九
月
二
十
日
、
借
地
借
家
法
の

改
正
案
が
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
。

地
価
高
騰
の
時
代
、
土
地
の
有
効
利
用

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
貸
主
の
権
利

を
強
化
し
て
土
地

・
建
物
を
貸
し
や
す

く
す
る
と
い
う

の
が
狙

い
の
今
回
の
改

正
は
、
ま
さ
に
今
日
の
時
代
的
状
況
を

反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
大
正
十
年
二

九
二

一
）

に
成
立
し
た
借
地
法

・
借
家
法
は
、
零

細
な
借
地
人

・
借
家
人
が
多
か
っ
た
当

時
に
お
い
て
、
そ
の
権
利
を
保
護
す
る

と

江

原

素

六

た
め
に
制
定
さ
れ
た
社
会
政
策
的
見
地

か
ら
す
る
立
法
で
あ

っ
た
。

借
地
法
の
制
定
は
、
地
主
の
権
利
が

強
す
ぎ
た
明
治
二
十

一
年
二

八
九
八
）

の
民
法
施
行
以
来
の
懸
案
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
そ
の
立
法
運
動
が
続
け
ら

れ
た
と
い
う

い
き
さ
つ
が
あ

っ
た
が
、

大
地
主
や
貴
族
院
の
反
対
で
な
か
な
か

実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
制

定
に
尽
力
し
た
人
物
に
は
、
弁
護
士
で

貴
族
院
議
員

（政
友
会
）
の
磯
部
四
郎
、

同
じ
く
弁
護
士
で
衆
議
院
議
員

（
民
政

党
）
の
横
山
勝
太
郎
、
や
は
り
弁

護
士
で
衆
議
院
議
員
（
民
政
党
）
の

高
木
益
太
郎
ら
が
い
た
。

江
原
素
六
は
、
磯
部
ら
が
組
織

し
借
地
法
の
立
法
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
借
地
権
保
護
会
と
い
う
団

体
の
顧
間
を
委
嘱
さ
れ
て
い
た
ら

し
く
、
同
法
施
行
日
の
五
月
十
五

日
付
で
感
謝
状
と
銀
盃
を
授
与
さ

れ
た
。

し
か
し
、
江
原
が
い
つ
か
ら
同

会
に
関
与
し
だ
し
た
の
か
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
借
地

法

・
借
家
法
が
成
立
し
た
第
四
十
四
回

帝
国
議
会
で
は
、
貴
族
院
の
少
年
法
案

及
矯
正
院
法
案
特
別
委
員
会
に
属
し
て

お
り
、
そ
の
論
議
に
は
特
に
加
わ

っ
て

い
な
か
っ
た
。

と
は
い
う
も
の
の
、
江
原
は
東
京
選

出
の
代
議
十
と
し
て
、
あ
る
い
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
し
て
、
都
市
問
題
や
社
会

問
題
に
は
以
前
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い

た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
借
地
法
に
つ
い
て

も
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
何
ら
か
の
関

わ
り
を
も

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

一
方
、
借
家
法
の
ほ
う
は

一
層
社
会

政
策
的
色
彩
が
濃

い
も
の
だ
っ
た
が
、

大
正
十
年
以
降
、
東
京

。
大
阪
な
ど
で

は
借
家
人
が
結
束
す
る
動
き
が
強
ま
り

昭
和
初
期
に
か
け
無
産
政
党
な
ど
と
結

び
付

い
た
借
家
人
運
動
が
展
開
し
た
。

静
岡
県
下
で
も
大
正
十
年
に
浜
松
で
そ

の
よ
う
な
動
き
が
始
ま
り
、
同
十
二
年

（
一
九
二
四
）
に
は
沼
津
で
も
借
家
人

連
盟
が
組
織
さ
れ
、
や
が
て
労
農
党
系

の
借
家
人
同
盟
沼
津
市
支
部
な
ど
も
生

ま
れ
た
電
静
岡
県
史
　
資
料
編
１９
つ
ｏ

も

っ
と
も
以
上
は
江
原
と
は
関
係
な

い

借地権保護会からの感謝状
(江原素大文書 B-32)
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◎
企
画
展

「愛
鷹
牧
」

好
評
の
う
ち
に
終
了

７
月

２０
日
か
ら
開
催
し
て
い
ま
し
た

企
画
展

「
愛
鷹
牧
」
は
、
９
月
２９
日
で

終
了
し
ま
し
た
。
期
間
中

に
は
多
く

の

個
人

・
団
体

の
観
覧
者

が
来
館
し
た
ほ

か
、
講
座
と
史
跡
見
学
会

に
も
熱
心
な

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

８
月

２０
日

に
予
定
さ
れ
て

い
た
史
跡
見
学
会
は
、

雨
天
の
た
め
３‐
日
に
延
期
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
講
座
で
聞

い
た
こ
と
を
現

地
で
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
、
喜
ん
で
下
さ

っ
た
参
加
者
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

展
示
を
見
逃
し
た
方
に
は
、
本
テ
ー

マ
に
つ
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た

企
画
展
解
説
書

『愛
鷹
牧
』

⌒
５０
貞
、

カ
ラ
１
８
貞
、　
一
一
〇
０
円
）
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
求
め
い
た
だ
け

れ
ば
幸

い
で
す
。

◎
受
贈
刊
行
物
の
御
紹
介

静
岡
県
内
忠
魂
碑
等

（慰
霊
施
設
）

全
集
（静
岡
県
護
国
神
社
）、
裾
野
市
史

研
究
第
３
号
（裾
野
市
史
編
さ
ん
室
）、

高
山
の
民
俗

（同
上
）
、
駿
遠

へ
移
住

し
た
徳
川
家
臣
団

（前
田
匡

一
郎
）
、

■
岡
村
所
在
文
書
目
録
第
２
集

・
第
４

集

（■
岡
村
役
場
）
、

ロ
シ
ア
軍
艦
デ

ィ
ア
ナ
号
の
遭
難

（和
田
嘉
夫
）
、
駿

河
第
４６
号

（駿
河
郷
土
史
研
究
会
）
、

沼
津
史
談
第
４２
号

（
沼
津
史
談
会
）
、

金
谷
町
所
在
文
書
日
録
第
１
集
～
第
３

集

（金
谷
町
役
場
）
、
幾
山
河
第
四
号

（
沼
津
牧
水
会
）
、
ふ
る
さ
と
静
岡
県

文
化
財
写
真
集
１
建
造
物
編

（静
岡
県

教
育
委
員
会
）
、
富
士
竹
類
植
物
園
報

告
第
３５
号

（富
士
竹
類
植
物
園
）
、
裾

野
市
史
第
六
巻
資
料
編
深
良
用
水

（裾

野
市
）、
水
と
生
活
〓
一島
市
郷
土
館
）、

静
岡
県
東
部
の
偉
人
に
学
ぶ
ふ
る
さ
と
・

ま
ち
づ
く
り

（静
岡
県
東
部
振
興
セ
ン

タ
ー
）
、
静
岡
の
文
化
第
２６
号

（静
岡

県
文
化
財
団
）
、
静
岡
市
立
登
呂
博
物

館
館
報
１

（
同
館
）
、
高
林
家
史
料

一

（浜
松
市
立
中
央
図
書
館
）
、
伊
豆
沿

海
真
景
考

（大
島
隆
）
、
小
山
町
の
歴

史
第
５
号

（小
山
町
役
場
）
、
駿
河
国

蒲
原
城
址
発
掘
調
査
報
告
書

（蒲
原
町

教
育
委
員
会
）
、
静
岡
県
史
資
料
編
１５

近
世
七

・
１９
近
現
代
四

・
２５
民
俗
三

（静
岡
県
）、
伊
豆
の
郷
上
研
究
第
１６
集

（
田
方
地
区
文
化
財
保
護
審
議
委
員
連

絡
協
議
会
）
、
菊
川
町
郷
土
史
料
日
録

第
Ｈ
集

（同
町
史
編
さ
ん
委
員
会
）
、

藤
枝
の
文
学
（藤
枝
市
郷
上
博
物
館
）、

静
岡
別
院
創
立
誌

（真
宗
大
谷
派
静
岡

別
院
）
、
地
方
史
静
岡
第
１９
号

（
地
方

史
静
岡
刊
行
会
）
、
静
岡
県
史
研
究
第

７
号

（静
岡
県
）
、
富
士
市
立
博
物
館

年
報
第
５
号

（同
館
）
、
富
卜
市
の
製

紙
業

⌒同
上
）
、
静
岡
県
立
中
央
図
書

館
蔵
書
日
録
第
７
巻

（
同
館
）
、
沼
津

市
消
防
の
沿
革
（
沼
津
市
消
防
本
部
）、

富
士
市
史
資
料
目
録
第
２
輯
岩
松
地
区

文
書

（富
士
市
）
、
二
十
四
考
図
絵
馬

（浜
北
市
教
育
委
員
会
）
、
菊
川
町
史

近
現
代
通
史
編

（菊
川
町
）．

以
上
、
最
近
受
贈
し
た
静
岡
県
内
関

係
の
主
な
も
の
で
す

（寄
贈
者

・
敬
称

略
）。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
２７
号

獅
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
・

●
〇
五
五
九
側
三
二
二
五

原秀二郎氏の講演

大谷貞夫氏の講演

史跡見学会のようす

-4-


